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トップメッセージ 代表取締役社長　佐藤 俊和

　当第2四半期の連結業績は、売上高は、22億
99百万円（前年同期比2.5%増）、営業利益は3億
41百万円（同2.2%増）、経常利益は3億42百万円

（同7.8%増）、親会社株主に帰属する四半期純利
益は2億13百万円（同21.0%増）となりました。
乗換案内の有料サービス利用者数は約42万人を維
持し、無料サービスを含めた月間検索回数は約
2億1,900万回と前年同月比で若干の増加となりま
した。また駅や路線等を指定した検索連動広告の
売上の増加などが増収増益に寄与しました。その
他、持分法投資損益の改善や投資有価証券売却
益の発生等も増益に寄与しました。
　乗換案内の大きな流れとして、スマートフォン向
け地図アプリ「行き方案内」のiOS版Version 2の
リリースが完了し、地図領域への参入における第
一段階の目標を完遂することができました。今後は、
乗換案内アプリの一機能としての組み込みを前提
に、音声・テキスト案内の拡充も含め、ブラッシュ
アップしながらサービスを拡大していきます。
　また、クラウドサービス基盤「Jorudan Style」
を用いた自治体でのアプリ提供の動きがさらに拡大

しており、最近では秋田県と長野県に新規導入を
果たしました。さらに、ハードウエアを含めたサイ
ネージ提供の取り組みも拡大しており、この5月よ
り、東京メトロのバス案内の実証実験に向けて提供
を開始しています。
　法人向けの展開では他に、公共交通事業者向け
パッケージ「MovEasy」についても、東京オリン
ピック・パラリンピック開催を見据え、各事業者の
WEBページで多言語でのルート案内の導入が進ん
でいます。また、これら自治体や公共交通事業者
向けの展開はバス情報の拡充との相乗効果を生ん
でおり、路線バス情報は現在600社以上、約
24,000系統と着実に拡大してきています。
　2017年9月期の通期連結業績は、上期の流れ
を引き継ぎ、期初の計画どおり微増ながらも増収
の見込みです。営業利益は売上高の増加に連動し
た伸び率となりますが、経常利益は持分法投資損
益の改善を受け、増益となる見込みです。また、
親会社株主に帰属する当期純利益は前期に発生し
た各種の評価損の影響がなくなることで、大幅に
増益となる見込みです。

「移動に関するNo.1 ICTカンパニー」を目指し
ソフトウエア・コンテンツのみならず
ハードウエア領域へも進出
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資本効率の向上を図るとともに、企業環境の変化に対応した
機動的な資本政策の遂行を可能とするため、2016年11月17
日～12月14日（取得した株式の総数 37,200株、株式の取得
価額の総額 29,919,600円）と2017年2月13日～3月17日

（取得した株式の総数 51,800株、株式の取得価額の総額 
51,754,700円）の2回、自己株式の取得を実施いたしました。

自己株式の取得を実施

中国での事業拡大に向け、これまでジョルダン上海（若尓丹（上海）
軟件開發有限公司）の子会社化・追加出資等を行ってまいりましたが、
ソフトウエア開発のみならず、情報通信に係る様々な事業領域へ拡大
を行う必要があるものと判断し、同社の全額出資により、杰昱（上海）
信息技術有限公司（資本金：500万人民元）を設立、新たに持分法
適用非連結子会社といたしました。

杰昱（上海）信息技術有限公司設立
「乗換案内」の広告の売上高が当第

２四半期は過去最高となりました。こ
れは「乗換案内」のスマートフォンア
プリにおける広告（主に検索連動（駅・
路線等指定）広告）の販売増加によ
るものです。

広告の売上高が大幅に増加

2016年10月６日より、
FacebookのMessenger
機能で経路検索が可能な
サービス「ジョルダン乗換
案内Bot」を提供開始いた
しました。経路だけでなく
時刻表の検索や、調べた
経路をMessengerアプリ
の転送機能を利用して共
有することも可能です。

Facebook Bot乗換案内サービス
「ジョルダン乗換案内Bot」を提供開始

10月　�「GPSによる現在地表示機能付き絵地図」との連携
株式会社ATR Creativeの提供する「GPSによる現在地表示機能付き絵地図」と「乗換案内Biz」

が連携し、訪日客向け観光案内サービスの提供を開始いたしました。連携第一弾として、「瀬戸内国
際芸術祭2016」公式アプリに本サービスの提供を開始、同アプリでは、出発地から目的地までの鉄
道・フェリー・バス・徒歩を利用したルートを、日本語・英語の２か国語で検索することが可能です。

12月　「ManageOZO3」との連携
株式会社ITCSが提供するセルフサービス統合クラウド

「ManageOZO3」向けに、「乗換案内Biz」の提供を開始い
たしました。この連携により、「ManageOZO3」経費管理
機能では、これまで手入力で行われていた駅名や運賃情報
の自動取込み等が可能となりました。

「乗換案内Biz」と様々なソリューションとの連携

「MovEasy」は、「乗換案内Biz API」を活用し、「経
路検索/運賃表示」・「時刻表表示」・「バスロケーシ
ョン表示」をワンパッケージ化した公共交通事業者
向けソリューションです。「地域住民」や「訪日客を
含む観光客」にとっての利便性を向上し、公共交通
機関の利用を促進するためのソリューションとして、
今後も展開してまいります。
【当第2四半期の新規導入実績】
南海りんかんバス、近鉄バス、京阪バス、京阪
電車、阪急バス、阪神バス、近江鉄道バス、中
国運輸局

公共交通事業者向けパッケージ
MovEasy（ムーブイージー）の展開
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四半期連結財務諸表ダイジェスト

科 目 前連結会計年度
2016年9月30日

当第2四半期
2017年3月31日

資産の部
　流動資産 4,326,861 4,403,820
　固定資産 1,142,322 1,153,898
　　有形固定資産 236,473 252,481
　　無形固定資産 128,603 120,417
　　投資その他の資産 777,245 780,999
　資産合計 5,469,183 5,557,719
負債の部
　流動負債 1,059,669 1,044,090
　固定負債 9,767 12,745
　負債合計 1,069,437 1,056,836
純資産の部
　純資産合計 4,399,746 4,500,882
　負債・純資産合計 5,469,183 5,557,719

科 目
前第2四半期累計
2015年10月1日から
2016年3月31日まで

当第2四半期累計
2016年10月1日から
2017年3月31日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 279,850 122,495

投資活動による
キャッシュ・フロー △281,920 △75,906

財務活動による
キャッシュ・フロー △67,631 △153,652

現金及び現金同等物の
四半期末残高 2,952,861 3,192,371

科 目
前第2四半期累計
2015年10月1日から
2016年3月31日まで

当第2四半期累計
2016年10月1日から
2017年3月31日まで

売上高 2,242,906 2,299,623
売上原価 1,205,307 1,228,120
　売上総利益 1,037,598 1,071,502
返品調整引当金戻入額 6,815 6,947
返品調整引当金繰入額 8,524 688
　差引売上総利益 1,035,889 1,077,761
販売費及び一般管理費 701,694 736,325
　営業利益 334,195 341,436
営業外収益 5,851 15,305
営業外費用 21,737 13,751
　経常利益 318,309 342,990
特別利益 ― 9,979
特別損失 10,008 507
　税金等調整前四半期純利益 308,301 352,461
法人税等合計 131,664 139,742
　四半期純利益 176,637 212,718
非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△） 90 △965

　親会社株主に帰属する
　四半期純利益 176,546 213,683

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

四半期連結貸借対照表 （単位：千円） 四半期連結損益計算書 （単位：千円）

営業利益 （単位：百万円）

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益（単位：百万円）

売上高 （単位：百万円）
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経常利益 （単位：百万円）

010_9275401602906.indd   4 2017/06/07   14:26:08



証券コード：3710

中間中間
2016.10.1 2017.3.31

スマートフォン/タブレット向け
「乗換案内NEXT」

http://mb.jorudan.co.jp/

iPhone版「乗換案内」「乗換案内Plus」
	 「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」
iTunes Store及び、App Storeにて
App Store ＞ ナビゲーション ＞ 

「乗換案内」「乗換案内Plus」「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」

Android版「乗換案内」「乗換案内Plus」
	 「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」
Google Playにて
アプリケーション > 地図＆ナビ > 
無料アプリケーション > 「乗換案内」 
	 「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」
有料アプリケーション > 「乗換案内Plus」

発行可能株式総数…………………………… 19,000,000株
発行済株式総数………………………………… 5,255,000株
株 主 数………………………………………………… 2,610名

株式状況（2017年3月31日現在）

●事業年度
●定時株主総会
●基準日
●配当金受領株主確定日
●公告方法

●株主名簿管理人
　 特別口座 口座管理機関
●同連絡先

毎年10月1日から翌年9月30日まで
毎年12月
毎年9月30日
9月30日及び中間配当を実施する場合は3月31日
電子公告により行います。ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを
得ない事由が生じた場合には、日本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL http://www.jorudan.co.jp/ir/
三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL ： 0120-232-711（通話料無料）

株主メモ

スマートフォン向け「乗換案内」のご紹介

株主優待のご案内
乗換案内PREMIUM（株主優待版）

対象になる株主様は？
・9月末と3月末に当社株式100株以上お持ちの方

いつ届くの？ いつから使えるの？
・12月末お届け（翌年1月1日～6月30日の間有効）
・6月末お届け（7月１日～12月31日の間有効）

どんな機能が使えるの？
・PCで無料版にはない多彩な経路検索
・ジパング検索・海外乗換案内（海外地下鉄・空路）
・スマートフォンの「乗換案内NEXT」も利用可能

月額
216円
（税込）

無料

90日間
840円
（税込）

無料

90日間
648円
（税込）

無料

主要な子会社（2017年3月31日現在）

コンパスティービー株式会社
事業内容：広告代理業

ゼストプロ株式会社
事業内容：システム・ソフトウエアの設計・開発

有限会社プロセス
事業内容：情報機器等のレンタル・リース

株式会社Doreicu
事業内容：ウエブサイトの開発・運営・広告販売・販促支援

Jorudan Transit Directory, Inc.
事業内容：ソフトウエア・コンテンツの企画・開発

イーツアー株式会社
事業内容：インターネットによる旅行商品の販売

株式会社悟空出版
事業内容：出版業

若尓丹（上海）軟件開發有限公司
事業内容：ソフトウエア・コンテンツの企画・開発

商　号 ジョルダン株式会社
（Jorudan Co.,Ltd.）

本社所在地 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-5-10
設　立 1979年12月
資本金 2億7,737万5,000円
従業員数 連結185名、単体143名

会社概要（2017年3月31日現在）

所有者別株式分布状況（2017年3月31日現在）

総株式数　5,255,000株

外国法人等
618,300株

11.8%

その他法人
246,800株

4.7%

金融商品取引業者
358株
0.0%個人・その他 

4,265,099株 
81.1%

自己株式
124,443株
2.4%
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